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日本の製造業は生き残れるのか？

今年の求人状況は昨年以上に厳しい状況にありますが、「いったいいつになった

ら求人状況が以前のように回復するのか？」と思っている人が多いと思いますが、

残念ながらリーマンショック以前のような状況に回復することは当分の間ほとんど期待できないで

しょう。現在のような円高基調が続く限り、ますます状況は悪くなっていくばかりです。もし日本

の景気が上向くとすれば円安傾向に転じたときです。しかし当分それは望めそうにありません。

かつては日本の企業は技術力があり、世界の産業界をリードしていました。しかし今は円高の進

行に伴い日本企業の海外進出が急激に進み、それに伴い海外への技術移転が進み、日本企業の技術

優位性が次第に薄れています。確かに今なお日本企業の先端技術分野での強みはありますが、もは

や技術大国などといっていられる状況にはありません。

中国や韓国、台湾企業に日本のお株を次々に奪われています。日本の電気産業はその典型でしょ

う。冷蔵庫、洗濯機といったいわゆる白物家電はいうに及ばず、メモリー、液晶テレビ等々先端分

野も次々に日本企業は韓国企業等に敗れています。

一番の原因は日本に技術力がないのではなく、急激な円高が、日本企業の世界での競争に大きな

足かせとなっているのです。もはや国内生産を漫然としていたのではグローバル競争に勝てないの

です。方や韓国はウオン安のおかげで世界中で売り上げを伸ばしているのです。韓国の企業（アス

リート）はウオン安という軽いシューズで次々に記録を伸ばしているのに対し、日本企業は超円高

という鉄の靴を履かされ走っているようなもので、日本企業がどんなに頑張ってももはや限界を超

えているのです。

それでもなお円高はさらに進み 1 ＄ 50 円くらいまでは将来的にはいくのではとも言われていま
す。そうなればもはや日本国内での企業活動は成り立たないでしょう。国内企業はますます疲弊し、

高校生や大学生の就職難はさらに深刻になるばかりです。

人口減少化は一層進み、生産活動も消費活動も減少し社会的活力が縮小し、日本の将来は皆さん

が考えている以上に深刻となるでしょう。日本がギリシャやイタリアのように経済が壊滅状態にな

るまでは円安に転じられないとすれば、考えただけでも怖いことです。

それでもなお日本国内にとどまり歯を食いしばって頑張っている企業も少なくありません。しか

し個々の企業努力に期待しても我慢の限界に来ているのも確かです。政治経済の専門家に何とかこ

うした打開の策を期待したいものです。

これからが大切！

先日の校内選考で多くの人は自分が当面受験する企業や学校が決まりましたが、

これでお終いではありません。これから最後の詰めをどうするかが大切です。一次

試験で他校の生徒に打ち勝つ為には、基礎学力をしっかり付けることも大事ですし、面接でどう自

分をアピールできるかも大切です。これから面接練習も始まります。面接は就職試験の中で大きな

ウェイトを占めているのも確かです。何としても合格したいと思うならばそれなりの面接対策をし

っかり考えておきましょう。

今年は二次試験以降どれだけ企業の求人が出るか不安です。何としても早く進路が決まるよう真

剣に頑張りましょう。

進 路 だ よ り


